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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．７３

ＯＴＫ

支
え
る

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

者

を

守

る

会

大

阪

支

部

去
る
六
月
十
六
日(

火)

、
早
川
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
第
十
七
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓

挨
拶
、
ビ
デ
オ
上
映
を
と
お
し
て
の
活

動
報
告
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
二
十
二

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
へ
と
議
事

進
行
し
、
各
議
案
と
も
承
認
を
得
、
成

立
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
会
員
以
外
の
方
や
支

援
し
て
い
る
方
も
交
え
、
『
子
の
願
い
、

親
の
想
い
』
を
テ
ー
マ
に
交
流
会
を
も

ち
ま
し
た
。
参
加
者
は
在
宅
・
施
設
入

所
、
７
対
３
位
で
、
通
所
・
通
園
・
通

学
と
い
う
日
中
活
動
に
お
け
る
ニ
ー
ズ

や
暮
ら
し
の
場
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
と
い
う
課
題
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ

と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
得
た
い
情
報
、

注
文
な
ど
全
員
に
発
言
し
て
も
ら
い
、

将
来
の
こ
と
な
ど
も
語
り
合
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
今
回
は
若
い
保
護
者
の

参
加
も
多
く
就
学
期
間
に
医
ケ
ア
の
必

要
な
児
童
が
増
え
て
い
る
現
状
や
、
通

学
保
障
が
乏
し
い
実
態
を
訴
え
る
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
「
障
が
い
者
総
合
福
祉
法(

仮
称)

」

制
定
に
向
け
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
総
合
福
祉
部
会
で
は
具
体
的
な

議
論
に
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
地
域
で
生
活
で
き
る
新
法
へ
」
と
い

う
理
念
の
元
、
部
会
に
お
け
る
意
見
で

は
、
お
お
む
ね
「
問
題
は
、
社
会
資
源

が
乏
し
い
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
の
選
び
よ

う
が
な
く
入
所
・
入
院
し
て
い
る
こ
と
」

と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
抱
え

て
い
る
問
題
や
課
題
は
、
重
症
心
身
障

害
（
特
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
）

に
つ
い
て
は
今
の
施
策
の
ま
ま
で
は
構

造
的
に
難
し
い
現
状
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

今
回
、
参
加
し
た
く
て
も
出
来
な
か
っ

た
方
々
の
意
見
も
ど
し
ど
し
集
約
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
支
え
る
会
の
大
切
な
役

割
で
あ
り
「
地
域
で
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
障
害
者
の
命
を
守
れ
る
」
新
法
に

な
っ
て
い
く
よ
う
な
議
論
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

第
十
七
回

定
期
総
会

交
流
会

〜
み
ん
な
で
語
ろ
う
〜

定期総会

交流会
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発
行
所大

阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
三
〇
―
〇
〇
五
四

大
阪
市
北
区
南
森
町
二
ー
三
ー
二
〇
ー
五
〇
七

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

編
集
・
責
任
者

（

事
務
局

）
〒
五
四
五
―
〇
〇
二
一

大
阪
府
大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
―
一
五
―
二
八

育
徳

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
ー
セ

ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

〇

六

―

六

六

二

四

―

二

五

五

五

Ｆ

Ａ

Ｘ

〇

六

ー

六

六

二

四

ー

二

五

五

六

運
営
委
員
長

鈴

木

祥

子

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
九
三
〇
ー
九
ー
六
九
五
九
八

大

阪

府
重

症

心
身

障
害

児

・

者
を

支

え

る
会

編

集

後

記

支
え
る
会
の
交
流
会
や
全
国
大
会
な
ど
、

親
御
さ
ん
か
ら
は
発
言
の
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
自
身
の
意
思
表
示
が
難
し
い
人
た
ち
は
、

果
た
し
て
何
を
願
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
障
害
者
制
度
改
革
の
目
指
す
と
こ

ろ
の
基
本
は
、
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に

あ
る
こ
と
。
ま
さ
に
、
障
害
者
本
人
を
主
体

に
置
い
て
進
ん
で
い
る
改
革
の
流
れ
の
中
で
、

本
人
の
心
の
叫
び
を
汲
み
と
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
こ
そ
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

編

集

委

員

一

同

全国重症心身障害児(者)を守る会

平成２２年度 近畿ブロック研修会 ご案内

日 時 ：平成２２年１１月２０日（土）
１０：００～１６：００ （受付 ９：３０～）

場 所 ：ドーンセンター ７階ホール
（京阪電車・地下鉄谷町線：天満橋駅下車 東へ徒歩５分）

〒540-0008 大阪市中央区大手前1-3-49 ℡ 06-6910-8500

主 催 ： 全国重症心身障害児(者)を守る会

全国重症心身障害児(者)を守る会 近畿ブロック

資料代 ： ５００円（昼食は、各自にてご手配下さいますようお願い致します）

＊当日、受付にてお支払い下さい。

締切り ： １１月８日(月)

申込・問合先：大阪支部・事務局(申込は、FAX か Eメールでお願いします)

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町5-15-28 育徳ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀ-２F

TEL ０６－６６２４－２５５５ FAX ０６－６６２４－２５５６

Ｅ－ｍａｉｌ： osaka@sasaeru.or.jp

～内容～

中央情勢報告

全国重症心身障害児(者)を守る会

（ 昼食 ・ 休憩 ）

テーマ「重症児者の地域生活の現状と今後」
基調講演

講 師： びわこ学院大学 教育福祉学部・教授 遠藤 六朗氏

元びわこ学園障害者支援センター・所長

報 告

■大阪府障がい福祉室 地域生活支援課 課長 福岡 康夫氏

他、母親より、現状とこれからについて報告
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障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
概
要

が
出
さ
れ
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
見
直
し
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
中
、
衆
議
院
選
挙
で
与
野
党
が
入
れ
替
わ
り
、
政

権
が
交
代
し
た
。
新
政
権
が
目
指
す
方
向
は
、
内
閣
に
改
革
本

部
を
設
置
し
、
「
自
立
支
援
法
の
廃
止
」
「
利
用
者
の
応
能
負

担
を
基
本
と
す
る
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
立
案
」

「
障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た
国
内
法
の
整
備
」
を
一
元

的
に
進
め
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
障
害
者
団
体
と

し
て
の
要
望
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

地
域
生
活
を
支
え
る
医
療
的
ケ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、

地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
願
い
に
応
え
ら
れ
る
支
援
は

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
大
き
な
課
題
を

抱
え
、
親
や
関
係
者
を
対
象
に
講
座
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
開
催
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
支
援
学
校
の
医
療
的
ケ
ア
部
会
と
交
流

を
持
ち
、
卒
業
後
の
課
題
解
決
の
た
め
の
協
力
団
体
と
し
て
の

活
動
や
、
障
害
者
権
利
条
約
批
准
の
実
現
に
向
け
、
条
約
と
重

症
児
者
の
抱
え
る
問
題
の
関
連
性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
た

め
、
活
動
に
参
加
し
他
団
体
と
の
繋
が
り
を
持
っ
た
。

医
療
機
関
で
も
あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え

る
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
役
割
を
再
認
識
し
、
大
阪
府
下
の

重
症
児
施
策
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の

保
護
者
交
流
会
を
も
ち
情
報
交
換
を
し
た
。
ま
た
、
学
校
卒
業

後
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
問
題
に
つ
い
て
学
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
研
修
会
に
参
加
し
、
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

孤
立
し
が
ち
な
重
い
障
害
を
も
つ
人
の
た
め
に
、
療
育
キ
ャ

ン
プ
・
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
親
同
志
が
集
ま
っ
て

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

重
い
障
害
ゆ
え
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
や
困
難
な
ケ
ー
ス
の

方
を
は
じ
め
、
会
員
家
族
か
ら
の
相
談
に
常
時
応
じ
て
い
る
。

重
症
心
身
障
害
児
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
は
数
量
的
に

も
不
足
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
福
祉
向
上
の
た
め
よ
り
声
を
大

き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

２
．
重
症
児
者
の
医
療
的
ケ
ア
の
向
上
に
関
す
る
事
業

◆
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座

・
第
１
回

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
四
日

（
於

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー)

・
第
２
回

平
成
二
一
年
一
〇
月
三
一
日（

於

早
川
福
祉
会
館)

・
第
３
回

平
成
二
一
年
一
一
月

三
日（

於

ク
レ
オ
大
阪
南)

・
第
４
回

平
成
二
一
年
一
一
月

八
日

（
於

大
阪
市
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー)

◆
医
療
的
ケ
ア
実
技
研
修
講
座

・
第
１
回

平
成
二
一
年
一
一
月
二
八
日（

於

エ
ル
お
お
さ
か)

・
第
２
回

平
成
二
一
年
一
二
月
一
九
日
（
於

ソ
フ
ィ
ア
堺)

・
第
３
回

平
成
二
二
年

一
月
一
六
日

（
於

東
大
阪
市
民
会
館)

・
第
４
回

平
成
二
二
年

二
月

六
日（

於

エ
ル
お
お
さ
か)

・
第
５
回

平
成
二
二
年

三
月

六
日（

於

エ
ル
お
お
さ
か)

◆
医
療
的
ケ
ア
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
平
成
二
二
年
二
月
二
七
日

（
於

堺
市
民
会
館)

３
．
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

◆
「
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
者
の
た
め
の
腰
痛
予
防
の
体
操

と
介
助
法
」

平
成
二
二
年
二
月
一
八
日
、
三
月
一
八
日

４
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
「
医
療
的
ケ
ア
調
査
研
究
」
協
力

平
成
二
一
年
一
〇
月

◆
施
設
見
学
（
ぷ
れ
い
す
Be
）

平
成
二
一
年

八
月
二
〇
日

５
，
交
流
事
業

◆
「
情
勢
報
告
及
び
意
見
交
換
会
」

(

於

早
川
福
祉
会
館)

平
成
二
一
年

六
月
一
六
日

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
だ
ん
じ
り
観
覧
」
（
於

杭
全
神
社)

平
成
二
一
年

七
月
一
二
日

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
箕
面
公
園
散
策
へ
」

平
成
二
一
年

九
月
二
六
日

◆
療
育
キ
ャ
ン
プ

「
伊
勢
・
志
摩
」

平
成
二
一
年
一
一
月
一
四
・
一
五
日

◆
重
症
心
身
障
害
児
施
設
保
護
者
・
交
流
会

(

於

育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー)

平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
お
も
ち
つ
き
＆
新
年
会
」

平
成
二
二
年

一
月
二
三
日

６
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
障
が
い
保
健
福
祉
室
施
設
福
祉
課
と
の
懇
談
会

平
成
二
一
年

八
月
一
九
日

◆
Ｏ
Ｄ
Ｆ
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
へ
の
参
加
、
協
力

◆
岸
和
田
支
援
学
校
、
育
成
会
泉
佐
野
支
部
、
肢
体
不
自
由
児

者
父
母
の
会
貝
塚
学
習
会
参
加

◆
『
重
い
障
害
を
も
つ
み
ん
な
の
未
来
を
考
え
る
つ
ど
い
』

（
「
地
域
に
広
が
れ
！
医
療
的
ケ
ア
」
連
絡
会
）
参
加

７
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
５
回
発
行

平
成
二
一
年
度
事
業
報
告
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◆
◆
月
別
活
動
報
告
◆
◆

平
成
二
一
年

四

月

運
営
委
員
会

ゆ
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
設
立
式
典
参
加
（
一
四
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
67
号
発
行
（
二
五
日)

五

月

運
営
委
員
会

六

月

運
営
委
員
会

第
一
六
回
定
期
総
会
・
「
情
勢
報
告
及
び

意
見
交
換
会
」
（
一
六
日)

重
度
障
害
者
生
活
ホ
ー
ム
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

竣
工
式
参
加
（
六
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
68
号
発
行
（
三
〇
日)

七

月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
一
二
日
）

八

月

運
営
委
員
会

大
阪
府
と
の
懇
談
会
（
一
九
日)

施
設
見
学
「
ぷ
れ
い
す
Be
」
（
二
〇
日
）

九

月

運
営
委
員
会

「
大
阪
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム(

Ｏ
Ｄ
Ｆ)

」

結
成
総
会
参
加
（
一
五
日)

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
二
六
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
六
九
号
発
行
（
七
日)

一
〇
月

運
営
委
員
会

重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座

（
二
四
日
・
三
一
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
70
号
発
行
（
三
一
日
）

「
医
療
的
ケ
ア
調
査
研
究
」
へ
の
協
力

一
一
月

運
営
委
員
会

重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座

（
三
日
・
八
日)

療
育
キ
ャ
ン
プ

（
一
四
日
〜
一
五
日
）

医
療
的
ケ
ア
実
技
研
修
講
座
（
二
八
日)

一
二
月

運
営
委
員
会

重
症
心
身
障
害
児
施
設
保
護
者
・
交
流
会（

一
八
日)

医
療
的
ケ
ア
実
技
研
修
講
座
（
一
九
日)

平
成
二
二
年

一

月

運
営
委
員
会

医
療
的
ケ
ア
実
技
研
修
講
座
（
一
六
日)

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
二
三
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
71
号
発
行
（
一
七
日)

二

月

運
営
委
員
会

医
療
的
ケ
ア
実
技
研
修
講
座
（
六
日)

「
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
者
の
た
め
の
腰
痛
予

防
の
体
操
と
介
助
法
」(

一
八
日)

「
医
療
的
ケ
ア
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
二
七
日)

三

月

運
営
委
員
会

医
療
的
ケ
ア
実
技
研
修
講
座
（
六
日)

「
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
者
の
た
め
の
腰
痛
予

防
の
体
操
と
介
助
法
」(

一
八
日)

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
一
年

四
月

四
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
一
年

六
月
一
三
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
一
年

七
月
一
九
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
一
年

八
月

一
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
一
年
一
〇
月

三
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
二
年

二
月
一
二
日
〜
一
三
日

福
井
県
（
一
泊
研
修)

◆
全
国
大
会

平
成
二
一
年

九
月
二
三
・
二
四
日

東
京
都

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
４
専
門
部
会

平
成
二
一
年

九
月

五
日

京
都
市

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
一
年
一
一
月
二
一
日

神
戸
市

◆
支
部
長
会
議

平
成
二
一
年

九
月
一
三
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
二
年

二
月
六
・
七
日

「
守
る
会
」
本
部

◆
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
一
年

九
月
一
二
日

「
守
る
会
」
本
部

◆
新
任
支
部
長
及
び
会
員
研
修
会

平
成
二
二
年

二
月
五
・
六
日

「
守
る
会
」
本
部

大阪府重症心身障害児・者を支える会

( 全 国重 症心 身障害児 ( 者 ) を 守 る会の

大阪支部)への入会についてご案内いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む
【協力会員】 ◎年会費 3,000円(１口)(運営資金の協力会員)

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします
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　 　     　 科 　 　 　 　 　 　 目 金 　 　    額 　    　 　 科 　 　 　 　 　 　 目  金 　 　 　 額

4 1会 　 費 　 収 　 入 1 ,0 4 6 ,3 0 0 3 1 事 　 務 　 費 　 支 　 出 9 6 9 ,8 8 7
　 0 1 正 会 員 会 費 収 入 9 5 9 ,3 0 0 　 0 1 職 員 俸 給 0
　 0 2 協 力 会 員 会 費 収 入 8 7 ,0 0 0 　 0 2 職 員 諸 手 当 0
4 2寄 付 金 収 入 2 0 7 ,3 0 0 　 0 3 賃 　 　 　 金 3 0 0 ,0 0 0
　 0 1 寄 付 金 収 入 2 0 7 ,3 0 0 　 0 4 法 定 福 利 費 0
4 3事 　 業 　 収 　 入 8 1 4 ,6 4 0 　 0 5 旅 　 　 　 費 2 7 0 ,5 5 6
　 0 1 バ ザ ー 収 入 0 　 0 6消 耗 品 費 8 1 ,0 4 5
　 0 2 そ の 他 の 事 業 収 入 8 1 4 ,6 4 0 　 0 7 器 具 什 器 費 8 5 ,0 0 0
4 4 補 助 金 収 入 3 ,8 0 2 ,0 0 0 　 0 8 印 刷 製 本 費 2 9 ,5 8 8
　 0 1 地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2 公 益 事 業 補 助 金 収 入 3 ,8 0 2 ,0 0 0 　 1 0 会 　 議 　 費 8 ,7 8 1
4 5 本 部 助 成 金 収 入 7 2 2 ,3 4 7 　 1 1 修 　 繕 　 費 2 5 ,1 1 6
　 0 1 本 部 助 成 金 収 入 7 2 2 ,3 4 7 　 1 2 通 信 運 搬 費 1 4 0 ,7 9 1
4 6 雑 　 　 収 　 　 入 3 ,6 6 2 　 1 3 手 　 数 　 料 1 4 ,8 6 0
　 0 1 雑 　 　 収 　 　 入 3 ,6 6 2 　 1 4 雑 　 　 　 費 1 4 ,1 5 0
4 7 設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1 設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　 業 　 費 　 支 　 出 5 ,6 3 4 ,1 4 7
4 8 引 当 金 戻 入 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 4 ,1 9 1 ,5 1 4
　 0 1 修 繕 引 当 金 戻 入 0 　 0 2 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 活 動 費 1 ,3 3 9 ,3 9 8
　 0 2 備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 0 　 0 3分 会 活 動 費 0
　 0 3 人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 1 0 3 ,2 3 5
　 0 1 建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6 そ の 他 の 事 業 費 0
　 0 2 そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 5 1 8 ,6 5 0
　 0 1 本 部 会 費 5 1 8 ,6 5 0
3 4 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 4 6 ,4 0 0
　 0 1 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 4 6 ,4 0 0
3 5 雑 　 支 　 出 0
　 0 1慶 　 弔 　 費 0
　 0 2雑 　 支 　 出 0
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2 そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 繰 入 0

　 　 当 　 期 　 収 　 入 　 額 　 計 6 ,5 9 6 ,2 4 9 　 　 当 　 期 　 支 　 出 　 額 　 計 7 ,1 6 9 ,0 8 4
　 　 　 　 　 前 期 繰 越 金 8 4 5 ,8 3 8 　 　 　 　 　 当 期 繰 越 金 2 7 3 ,0 0 3

　 　 　 収 　 　 入 　 　 合 　 　 計 7 ,4 4 2 ,0 8 7 　 　 　 支 　 　 出 　 　 合 　 　 計 7 ,4 4 2 ,0 8 7

支 　 　 　 出 　 　 　 の 　 　 　 部 収 　 　 　 入 　 　 　 の 　 　 　 部
      　 　 　 　 　 　 　 　 　                　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 自 2 0 0 9 .4 .1 至 2 0 1 0 . 3 . 3 1

２ ０ ０ ９ 年 度 　 収 支 決 算 報 告 書

お知らせ

大阪府は「重症心身障がい児(者)の生活実態や課題を把握し、これら障がい児(者)の地域生活支援

策並びに生活の場の確保方策を検討する」という事業内容の

『医療的ケアが必要な重症心身障害児(者)等の地域生活支援
方策に係る調査研究事業』をすることになりました。

大きな柱は、実態調査の実施（１０月～１２月）ということです。在宅の医療的ケアが必要な重症

心身障害児(者)等 約２，０００名の生活実態の把握については「支える会」として協力することに

なりました。

「大阪府重症心身障害児・者を支える会」は、大阪府への要望の中で実態調査の実施を常に強く訴

えてきました。そして、重症心身障害（特に医療的ケア）という分野で活動し、大阪府とも話し合い

の機会を継続してもってきました。今回、この事業の調査検討会に「支える会」の代表が委員のメン

バーに入ることになりました。関係の方々の声を代表してとの思いで参加しますのでご意見をお聞か

せ下さい。
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格

と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者
が
、
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

政
権
交
代
後
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
政
策
転
換
さ

せ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
人
へ
」
の
中
身
を
真
に
「
命
を

守
る
」
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
「
命
を
守
る
」
た
め
の
政

策
に
本
当
に
重
点
配
分
さ
れ
る
の
か
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な

方
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
場
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
施
策
に
な
っ

て
い
く
の
か
注
視
し
た
い
。

「
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
も
利
用
で
き
な
い
」
な
ど
、

障
害
の
重
い
人
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
必
要
充
分

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
く
の
か
引
き

続
き
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
真
に
当
事
者
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
支
援
が
な
さ
れ
、
有
効
に
活
用
で
き
る
制
度
に
な
っ

て
い
く
よ
う
に
、
問
題
点
を
提
起
し
、
具
体
策
を
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

重
症
児
通
園
事
業
の
法
定
化
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
形
態
・

仕
組
み
が
真
に
利
用
者
側
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
形
に
な
る
よ
う

提
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
人
の
地
域
で
の
受
け
皿
が
無
い
に
等
し
い
状
況
を
み
れ
ば
、

最
も
弱
い
人
々
を
も
れ
な
く
守
る
と
い
う
活
動
の
理
念
か
ら
も
、

施
策
実
現
に
向
け
強
く
訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

施
設
給
付
の
日
割
り
方
式
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
実
態
を
踏

ま
え
、
福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
と
希
望
す
る
人
た
ち
の
生
活

が
保
障
さ
れ
、
労
働
条
件
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
改
正
し
て
も
ら

い
た
い
。
又
、
重
症
心
身
障
害
児
者
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
の

解
決
に
向
け
て
は
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
な

く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
施
策
の
充
実
に
向
け
一
人
で
も
多

く
の
理
解
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
重
症
心
身
障
害

児
者
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
発
信
を
続
け
て
い
く
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
。

ま
た
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
保
護
者
相
互
の
交
流
を
通

じ
、
入
所
施
設
の
現
状
や
課
題
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
い
き

た
い
。

よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
の
た
め
「
最
も
弱
い
者
を
一
人

も
も
れ
な
く
守
る
」
と
い
う
会
の
理
念
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
活

動
を
続
け
て
い
く
た
め
、
当
事
者
の
声
を
集
約
し
、
多
く
の
課

題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
機
関
紙
を
通

じ
た
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、

重
症
児
者
の
為
の
支
援
者
育
成
事
業
を
執
り
行
う
と
共
に
、
堺

市
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
開
設
に
向
け
て
当
事
者
の
声
を
伝

え
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
相
談
業
務
需
要
、
及
び
こ
れ
か
ら
の
福

祉
情
勢
を
勘
案
し
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
福
祉
施
策
の
充
実
を
目
指
し
他
団
体
と
も
積
極
的
に
交
流
、

協
同
し
て
い
き
た
い
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
向
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

し
、
会
活
動
の
理
解
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア
を
利

用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及
び
情
報
交

換
の
場
を
持
つ
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の
場
と
し
て

実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並
び
に
広
汎
性
発
達
障

害
に
関
す
る
研
修
会
等
の
各
種
の
研
修
会
等
を
開
催
す
る
。

☆
「
支
え
る
会
」
セ
ミ
ナ
ー

☆
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座

☆
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
た
め
の
研
修
会

☆
施
設
見
学

３
．
交
流
事
業

◆
会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報
交
換
等
の

た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

☆
交
流
会
な
ど
の
実
施

☆
療
育
キ
ャ
ン
プ

☆
重
症
児
施
設
保
護
者
・
交
流
会

４
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
共
に

実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
発
刊
し
、

会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

(

年
間
４
回
発
行)

◆
◆
月
別
活
動
予
定
◆
◆

平
成
二
二
年

四

月

運
営
委
員
会
（
一
二
日
）

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン(

二
四
日)

五

月

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

運
営
委
員
会
（
一
七
日
）

六

月

運
営
委
員
会
（
七
日
）

第
一
七
回
定
期
総
会
・
交
流
会(

一
四
日
）

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
一
九
日
）

平
成
二
二
年
度
事
業
計
画
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七

月

運
営
委
員
会
（
五
日
）

支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
（
一
〇
日
）

八

月

運
営
委
員
会
（
二
日
）

勉
強
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

九

月

運
営
委
員
会

「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
」
保
護
者
・
交
流
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

一
〇
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

人
材
育
成
事
業

(

重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座)

一
一
月

運
営
委
員
会

療
育
キ
ャ
ン
プ

一
二
月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

平
成
二
三
年

一

月

運
営
委
員
会

人
材
育
成
事
業

（
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の

た
め
の
研
修
会
）

二

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

三

月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
二
年

四
月

三
日(

土)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
二
年

六
月
一
二
日(

土)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
二
年

八
月

七
日(

土)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
二
年
一
〇
月

二
日(

土)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
三
年

二
月
一
一
日(

金)

・
一
二
日(

土)

兵
庫
県
（
一
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
二
二
年

六
月
二
六
日(

土)

・
二
七
日(

日)

岡
山
県

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
四
専
門
部
会

平
成
二
二
年

九
月

四
日(

土)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
二
年
一
一
月
二
〇
日(

土
）

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◆
支
部
長
会
議

平
成
二
二
年

五
月
三
〇
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
三
年

二
月
五
日(

土)

・
六
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

◆
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
二
年

九
月
一
一
日(

土)

・
一
二
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

◆
新
任
支
部
長
及
び
会
員
研
修
会

平
成
二
三
年

二
月

四
日(

金)

・

五
日(

土)

「
守
る
会
」
本
部

交流事業

「いちご狩り＆ハイキングに行こう」

去る４月２４日、奈良県にて交流事業（レクリエーション）

が行われました。

飛鳥の歴史を感じながら、農家の方が一生懸命育てて、車

椅子から手が届くところにあるイチゴ狩りを楽しみました。

アチラが甘い、コッチも食べてみてと賑やかに口の中にほお

ばり、なんと苺が苦手な方までも食べることができました。

その後、広場に移動してお弁当、自由行動、運動、

そして、明日香村の直売所で買い物したり、高松塚を

散策したり、、。

飛鳥の時間はアッという間に終わるのでした。

報 告
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科 　　 　　　　目 金 　　額 科 　　　 　　　目 金 　　額
41会 　費 　収 　入 1,04 0 ,0 00 3 1事 　務 　費 　支 　出 4 65 ,0 00
　 01正 会員 会 費 収 入 95 0 ,0 00 　 01職 員 俸 給 0
　 02協 力会 員 会 費 収入 90,0 00 　 02職 員 諸 手 当
42寄 付 金 収入 32 0 ,0 00 　 03賃 　　 　金 0
　 01寄 付金 収 入 32 0 ,0 00 　 04法 定 福 利 費
43事 　業 　収 　入 30 0 ,0 00 　 05旅 　　 　費 2 00 ,0 00
　 01バ ザー 収 入 0 　 06消  耗  品  費 80 ,0 00
　 02その 他 の 事業 収 入 30 0 ,0 00 　 07器 具 什 器 費 0
44補 助 金 収入 90 0 ,0 00 　 08印 刷 製 本 費 35 ,0 00
　 01地 方公 共 団 体 補助 金 収 入 0 　 09光 熱 水 費 0
　 02公 益事 業 補 助 金収 入 90 0 ,0 00 　 10会 　議 　費 20 ,0 00
45本 部 助 成金 収 入 50 0 ,0 00 　 11修 　繕 　費
　01本 部助 成 金 収 入 50 0 ,0 00 　 12通 信 運 搬 費 1 00 ,0 00
46雑 　 　収 　　入 0 　 13手 　数 　料 15 ,0 00
　 01雑 　　収 　　入 0 　 14雑 　　 　  費 15 ,0 00
47設 備 資 金借 入 金 収入 0
　 01設 備資 金 借 入 金収 入 0 3 2事 　業 　費 　支 　出 2,2 90 ,0 00
48引 当 金 戻入 0 　 01研 修 会 開 催 費 1,4 50 ,0 00
　 01修 繕引 当 金 戻 入 　 02レ クリ ェ ーシ ョン活 動 費 7 00 ,0 00
　 02備 品等 購 入 引 当金 戻 入 0 　 03分 会 活 動 費 30 ,0 00
　 03人 件費 引 当 金 戻入 0 　 04調 査 啓 発 事 業 費 10 ,0 00
49積 立 金 戻入 0 　 05機 関 紙 出 版 費 1 00 ,0 00
　 01建 設積 立 金 戻 入 0 　 06そ の 他 の 事業 費 0
　 02その 他 の 積立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 5 20 ,0 00
　 01本 部 会 費 5 20 ,0 00
3 4近 畿 ブ ロッ ク会 費 35 ,0 00
　 01近 畿 ブロ ック会費 35 ,0 00
3 5雑 　支 　出 23 ,0 03
　 01慶 　弔 　費 20 ,0 00
　 02雑 　支 　出 3 ,0 03
3 6積 立 金 繰入 0
　 01建 設 積 立 金 繰 入 0
　 02そ の 他 の 積立 金繰 入 0
3 7引 当 金 繰入 0
　 01修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 02備 品 等 購 入 引 当金 繰 入 0
　 03人 件 費 引 当 金 繰入 0

　　当 　期 　収 　入 　額 　計 3,06 0 ,0 00 　 　当 　期 　支 　出 　額 　計 3,3 33 ,0 03
　　　　　前 期 繰 越 金 27 3 ,0 03 　 　　　　当 期 繰 越 金 0

　　　収 　　入 　　合 　 　計 3,33 3 ,0 03 　 　　支 　　出 　　合 　　計 3,3 33 ,0 03

　         　 　　　 　　　 　　 ２０ １ ０年 度 　収 支予 算 書

　　　収　 　　入 　　　の 　　 　部 　　　支 　　 　出 　　　の 　　　部

大阪府重症心身障害児・者を支える会役員名簿 ◎ 任期２０１２年総会

役 職 氏 名 役 職 氏 名

１ 会 長 鈴 木 祥 子 １０ 〃 岡 本 汎 美

２ 副 会 長 寺 岡 冨 子 １１ 〃 新 川 サカエ

３ 副 会 長 成 田 憲 子 １２ 〃 中 谷 弘 子

４ 副 会 長 山 村 寿 子 １３ 〃 柳 晴 美

５ 会 計 吉 村 志津子 １４ 〃 原 田 薫

６ 会計監査 平 野 健 三 １５ 〃 藤 岡 咲 子

７ 運営委員 今 井 清 行 １６ 〃 長谷川 幸 子

８ 〃 上 田 敦 子 １７ 〃 森 田 靖 子

９ 〃 津 垣 良 隆



平成22年９月１日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ通巻第4130号 昭和51年9月7日 第三種郵便物認可

「第４７回重症心身障害児（者）を守る全国大会」に参加して

私は「守る会」に平成１５年６月に入会しました。平成１６年６月に創立４０周年記念大会が東京で

開催されて、初参加しました。その後、平成１７年第４２回は香川県、平成１８年第４３回は沖縄県、

平成１９年第４４回は兵庫県、平成２０年第４５回は北海道、平成２１年創立４５周年記念大会は東京、

そして本年第４７回は岡山県と参加が続いています。（ただし、北海道大会は入院前のため家内が参加

しました。）

私の参加目的は、重心に関する最新情報を得ること、全国の皆様の意見を聞くこと、そして施設見学

です。

大会第１日目の６月２６日（土）に基調講演と分科会が開催されました。

・ 第１分科会 国立施設部会

テーマ：「国立病院機構における重症児（者）への支援について」

・ 第２分科会 重症児施設部会

テーマ：「障害児福祉施策の展望」

・ 第３分科会 在宅部会

テーマ：「医療的ケアを必要とする重症児者への在宅支援と教育について」

・ 第４分科会 母親部会

テーマ：「きょうだいへの支援について」

大会第２日目の６月２７日（日）は、「みんなで語ろう」と式典でした。

大会終了後、旭川荘を見学させていただきました。

私は、大会第１日目、第２分科会に参加しました。

講師は、厚生労働省障害児支援専門官の光真坊氏、助言者は旭川荘理事長の末光先生、守る会副会長の

秋山氏です。

・ 障害児施設等の体系について、平成２５年８月に実施を目指す。

・ 自立支援法は、来年８月頃に方向性がでる。

・ 障がい者制度改革推進会議について（「重症心身障害児施設に入所させているのは、人権侵害で

ある」との意見が出ている）。

重症心身障害児（者）施設は、入所者の命と人権を守り、在宅生活者を支援していくために必要

な施設である。

入所待機者は、全国で約５，０００人おられる。

・ 私達の運動の原点は、重症児者を社会・福祉の真ん中に入れることである。

私達は、今後も会員が団結して運動の継続が必要と再認識しました。

「みんなで語ろう」は、全国の皆様の貴重な意見発表の場で、毎年楽しみにしていますが、

今回は少し感情的になったように思います。冷静な意見交換をお願いします。

Y．T．

平成22年９月１日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ通巻第4130号 昭和51年9月7日 第三種郵便物認可

 

第４７回全国大会の感想

政権交代後の重症心身障害児(者)を守る全国大会が、どのような考えで国に訴え、各支部へはどのよ

うなアプローチがあるのか？関心を持って参加した。

重症児施設部会に参加したが、そこでは、障がい者制度改革推進会議構成員の方から「施設は人権侵

害だ」と言われていることに対し、守る会から北浦会長、重症児福祉協会から末光理事が意見発表され、

施設の必要性と重要性を訴えたという内容に終始したように思う。

厚生労働省の障害児支援専門官は「厚労省は、施設が人権侵害と思っていない」と明言された。「人

権侵害だ」というような言葉が出ることの原因なり根拠を調査され、お互いの主張をすり合わせ、施設

入所者も在宅生活者も、必要な人に必要な支援が受けられるような施策が講じられるように訴えていく

のが障害者団体の役割ではないかと思った。

私たちは、子どもたちが全国重症心身障害児(者)を守る会の活動の恩恵を受け、今日まで元気に安心

して暮らして来られたことに大変感謝しています。しかし一方で、在宅の方の重症化、そして父親・母

親・兄弟姉妹の体力的・精神的な大変さ等や、全分科会からの報告が聞かれなかったのは残念だった。

そこから今後の「守る会」が訴えていく事柄が見えてくるのではないかと思った。

施設の必要性は言うまでもないが、施設建設には財政上厳しい中、満床で施設

に入所できない在宅者を介護する家族に想いをはせ、在宅者の重症化にどのよう

に対応していくのか、早急に具体策を議論すべきだと思う。

「最も弱い者をひとりももれなく守る」の理念に基づき前進することを切に願っ

てやまない。

Y．S．

要

望

書

本
日
、
私
た
ち
は
、
第
四
十
七
回
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
全
国
大
会
を
こ
こ
岡
山
市
に
お
い
て
、
国
、
岡
山
県

及
び
岡
山
市
、
そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
地
元
の
福
祉

関
係
諸
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り

意
義
深
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
内
閣
府
に
お
い
て
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会

議
」
及
び
「
総
合
福
祉
部
会
」
が
設
置
さ
れ
、
制
度
の
谷
間

の
な
い
「
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
に
向

け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
推
進
会
議
で
は
、
障
害

者
の
地
域
生
活
移
行
の
促
進
の
名
の
下
に
、
「
施
設
入
所
は

人
権
侵
害
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
去
る
五
月
十
四
日
、
障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
本
部
長
及
び
推
進
会
議
議
長
に
対
し
、
「
重
症

心
身
障
害
児
者
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
は
重
症
心
身
障
害

児
施
設
は
必
要
で
す
。
」
と
の
要
望
書
を
、
三
万
七
千
名
の

署
名
と
と
も
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
日
ま
で

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
八
万
一
千
名
分
の
署
名
を
後
日
追
加
し

て
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
福
祉
部

会
で
は
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
特
性
に
配
慮
し
て
、
年
齢

で
区
分
す
る
こ
と
な
く
生
涯
を
通
し
て
一
貫
し
て
支
援
す
る

制
度
の
維
持
を
主
張
し
て
参
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
重
症
心
身
障
害
児
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い
諸

情
勢
の
も
と
、
親
自
身
が
自
ら
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す
と

と
も
に
、
会
の
三
原
則
に
則
り
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
懸

命
に
生
き
る
姿
か
ら
い
の
ち
の
大
切
さ
と
無
限
の
可
能
性
を

社
会
の
皆
様
に
伝
え
、
ご
理
解
と
共
感
を
い
た
だ
け
る
よ
う

真
摯
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
第
四
十
七
回
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る

全
国
大
会
の
総
意
に
基
づ
き
、
次
の
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

一
、
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
当
た
っ
て

は
、
児
者
一
貫
の
制
度
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
在
宅

に
お
い
て
も
、
施
設
入
所
に
お
い
て
も
重
症
心
身
障
害

児
者
の
い
の
ち
が
守
ら
れ
、
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
都
市
部
を
中
心
に
重
症
心
身
障
害
児
施
設
へ
の
入
所
待

機
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
重
症

心
身
障
害
児
施
設
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
後
方
支
援
の
役
割
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
あ
っ
て
は
、
施

設
の
新
設
又
は
増
床
を
お
願
い
し
ま
す
。
併
せ
て
、
施

設
で
働
く
医
師
、
看
護
師
の
確
保
及
び
人
材
育
成
の
た

め
の
施
策
の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
濃
密
な
医
療
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
子
ど
も
達
の
い
の
ち
を

守
る
た
め
に
施
設
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で

す
。
重
症
心
身
障
害
児
施
設
で
は
こ
れ
ら
の
超
重
症
児

を
受
け
入
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
の

重
症
心
身
障
害
児
者
を
支
援
す
る
た
め
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
短
期
入
所
の
病
床
の
確
保

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
重
症
心
身

障
害
児
（
者
）
通
園
事
業
の
法
定
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
通
園
を
希
望
す
る
全
て
の
重
症
心
身
障
害
児
者

が
身
近
な
地
域
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
設
置
箇
所
数
の

大
幅
な
増
と
、
全
て
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
が
通
園

事
業
（
Ａ
型
）
を
実
施
す
る
よ
う
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
現
行
の
特
別
支
援
学
校
の
教
育
体
制
が
維
持
さ
れ
、
障

害
種
別
と
そ
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教
育
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
で
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
が
更
に
充
実
さ

れ
、
地
域
格
差
が
是
正
さ
れ
る
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
国
立
病
院
機
構
国
立
病
院
の
重
症
児
病
棟
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
重
症
心
身
障
害
児
者
の
医
療
環
境
と

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
確
保
の
た
め
、
病
棟
の
早
期
改
築
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
際
、
入
所
者
の
生
活
に
十
分
配
慮
し
た

設
計
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
七
日

第
四
十
七
回
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
全
国
大
会
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支える会セミナー開催

『医療的ケアが必要な重症児者と障がい者総合福祉法(仮称)』

去る７月１０日にグランキューブ大阪において「支える会」セミナーが開催されました。

障害者自立支援法の廃止を前提として、新しい制度の構築に向けた動きの中で、制度改革推進会議のメ

ンバーである北野誠一氏と総合福祉部会のメンバーである清水明彦氏を招いての研修会には多くの方々

が参加されました。

北野氏からは、これまでの福祉の推進に向けた運動の流れを丁寧にお話しいただきました。

本人の希望や意思がなおざりにされてきた中で、選択肢のない暮らしが権利の侵害なのであって、ひ

とりの市民（人格）として尊重されるべきであり、家族（会）が介護者としてではなく、権利擁護者と

しての役割を担うべきものではないかというお話がありました。

清水氏からも、西宮の青葉園の活動や実践を通じてのお話で、重症児者が援護されているだけの存在

ではなく、ひとりの人間として生きていくことに対してサポートをするということが必要ではないか、

また、医療的ケアについて非医療職が行なっても良いというだけではなく、御本人との信頼関係も重要

であるというお話がありました。

また、施設入所そのものが権利侵害である、或いは施設をなくすような議論をしているかのような誤

解があることについて、丁寧に、そうではないことを説明していただきました。

質疑応答では、福祉、医療、教育の連携の不十分さや支援者の養成等について、また、一人当たりの

支援費等の額についてまでも丁寧にお話し下さいました。

あっという間に時間が過ぎてしまい、もっとお話を聞きたかったという印象でした。

最後に、この度の制度改革推進会議が今までにない形で議論がなされていることに大きな期待をする

とともに、清水氏が言われた「今度こそ、重度の障害の方を受け止められる制度にしてほしい」という

言葉を同じように願わずにはいられません。

Ｍ．Ｓ．

大阪ゆとりライオンズクラブの皆様がご訪問下さいました。

去る６月２４日、本会の事務局のある育徳

コミュニティーセンターに、大阪ゆとりライ

オンズクラブの皆様がご来訪賜り、ご寄付を

頂きました。また、当日は運営委員の方々が

ご本人と一緒に来ていただき、大阪ゆとりラ

イオンズクラブの皆様と交流の場を持ちまし

た。

困難な面や体の様子など多くの質問をいた

だき、今後も様々な形での協力をして下さる

とのことでした。ご寄付だけではなく、重症心身障害という余り多くの人に知られていないことやその福

祉が不十分なことについて、一緒に勉強して、じっくりと協力していきたいと言って下さったことが非常

に嬉しく感じました。

これからも、末永く重症児者の福祉にご理解を賜りますことを心からお願い申し上げます。

Ｋ．Ｓ．
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財 団 法 人 J K A 競 輪 補 助 事 業

～地域で生きる力と将来への希望をつかもう～

療育キャンプのご案内

日 程： Ｈ ２ ２年 １０月１６日(土)～１７日(日)

宿 泊 先： 宮津ロイヤルホテル
〒６２６-８５１０ 京都府宮津市字田井小字岩本５８

ＴＥＬ ０７７２－２５－１８００ ＦＡＸ ０７７２－２５－１３７７

定 員： 親子 １２組

費 用： 一人 １ ３ ,０ ０ ０円

申し込み： ファックス、電話でお申し込み下さい。

申し込み・問い合わせ先：

大阪府重症心身障害児・者を支える会
〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８ 育徳コミュニティーセンター２Ｆ
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

報 告
去る６月１９日、京都にて交流事業（レクリエーショ

ン）が行われました。

意気揚々とはるばる訪ねたトロッコ列車は、強い風と

大きな騒音で歓迎してくれました。景色を楽しむ余裕の

ある人もいれば、あまりのショックに苦しむ人も…。

やがて、なまはげならぬ「酒呑童子」が登場し、更に

驚きや感動の旅に…。しかし、負けてはおられぬと、しっ

かり鬼との記念写真を残すことができました。

大自然の中を走るトロッコ列車を体感することができ

ました。

交流事業 「 トロッコ列車で京都嵐山へ行こう 」

「支える会」事務局

〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！


